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【民 法 問題】  

 

 

以下の＜事例＞を読み、設問①～③に答えなさい。  

 

＜事例＞  

X は、２００８年４月、 Y との間で、 Y 所有の甲土地（以下、甲）と乙建物

（以下、乙）を代金３０００万円で購入する契約を締結し、同年同月、甲・乙

の登記移転と引渡しを受け、同時に Y に対して上記代金を支払った。ところで、

X は、その後乙を改築しようとするに当り、甲には購入当時から「建築基準法

上の制限」がかけられ、乙の改築に大幅な制約を受けることを知ったが、それ

は２０１３年４月のことであった（１）。  

そこで、 X は、この「制限」を知ってから約半年後の２０１３年１０月、 Y

に対して、「制限」をなくすための措置を求め、それができない場合、５００

万円の損害賠償請求をする旨を郵便で通知した（２）。その後、 Y が上記措置

を拒否したため、 X は、この「制限」を知ってから１年以上経過した２０１４

年１０月になって初めて、Y に対して損害賠償を求める訴訟を起こした（３）。

なお、 X も Y も、建築基準法の「制限」がかかっていたことを知らず、かつ、

知らなかったことについて過失はないものとする。  

 

設問①  ＜事例＞で、 X が Y の損害賠償責任を追及する場合、下線部（１）

でいう「建築基準法上の制限」が民法上有する意味を考えた上で、どのよ

うな法的構成が考えられるか、について、説明しなさい。  

 

設問②  X による損害賠償責任請求に対して、 Y は、下線部（３）の事実に

注目して反論をするつもりであるが、どのような反論が想定されるか、説

明しなさい。  

 

設問③  下線部（２）の事実に注目して、設問②での Y の反論が成功するか、

について説明しなさい。  

以  上


